






＜連結損益計算書＞

次ページのサマリーをご参照ください。



＜連結損益計算書＞

ここでは主に第3四半期3か月の業績についてご説明します。

当第3四半期の連結売上高は、前年同期比96.4%となる552億円でした。

アダストリア単体では、一部天候不順の影響があったものの、ニコアンド、ローリーズファーム、ベイフ
ロー、ページボーイなどが堅調に推移しました。

国内子会社では、BUZZWIT社が好調を維持しております。
海外子会社では、香港・中国が前期の不採算店舗閉鎖の影響で減収となりました。

売上総利益率は、58.9%と前年同期比+1.2Pとなりました。
原価コントロールによる値入率の改善や、
お客様の購買意欲を高める商品を「適時・適価・適量」で提供することを徹底したことで、
値引き率が改善しました。

販管費率は、50.2%と前年同期比+1.5Pとなりました。
広告宣伝費率は、減収により比率がやや上昇しました。
人件費率は、賃金の微増により+0.8Pとなりました。
設備費率は、店舗数の前年同期比減少により、▲0.5Pとなりました。
その他販管費率は、システムライセンスフィーの増加などにより、+1.1Pとなりました。

結果として、営業利益は前年同期比92.9%となる48億円、営業利益率は8.7%、
EBITDAマージンは11.9%となりました。

特別損失として15億円のソフトウエア減損損失などを計上した結果、純利益は24億円となりました。



＜アダストリア単体 損益計算書＞

アダストリア単体の損益計算書は、基本的な増減要因の説明が
連結損益計算書の説明と重なりますので、説明を割愛させていただきます。

出退店については、当第3四半期の3ヶ月間で10店舗を出店し、14店舗を退店しました。
ブランドごとの内訳については、8ページに記載しておりますのでご確認下さい。



＜海外事業＞

海外事業の第3四半期は、7～9月の3ヶ月間となります。

当第3四半期の円ベースの売上高は、前年同期比79.1%となる32億円、

営業損失は▲1.8億円となりました。

香港・中国では、前期に進めた不採算店舗閉鎖の結果、売上高は前期比で減少しました。

台湾では、ニコアンド・グローバルワーク・ローリーズファームが堅調に推移しております。

米国では、卸事業の一部受注が第2四半期に前倒しとなったことなどから、
第3四半期3ヶ月間では減収となりましたが、累計では堅調を維持しております。



＜連結貸借対照表＞

営業キャッシュフローの増加や有利子負債の減少により、
2019年11月末のネットキャッシュは156億円、前年同期末比で98億円増加しました。

在庫量の最適化、及び香港・中国の店舗数の減少により、
棚卸資産は連結ベースで前年同期末比90.1%の水準となりました。

固定資産は、のれん及び投資有価証券などの減少により、前年同期末比8億円減少しました。

負債は、第3四半期に親会社貸付等により、外部借入金25億円を返済しました。

純資産は573億円、純資産比率は57.4%と前年同期末比+4.6Pとなりました。



＜店舗数＞

当第3四半期末の店舗数は、国内1,348店舗、海外74店舗、
連結合計1,422店舗（うちWEBストア83店舗）です。



＜通期連結業績予想＞

2020年2月期の業績予想の修正についてお知らせします。

通期連結業績予想は、中国の複合業態店舗「コレクトポイント」を全て退店したことなどにより、

売上高が期初予想をやや下回る一方、売上総利益率が改善したことや経費の抑制により、
営業利益、経常利益、純利益が期初予想を上回る見通しとなりました。



＜単体通期業績予想＞

単体の通期予想につきましては、
既存店売上高前年比は101.4%を見込んでおり、売上高は期初予想をやや上回っております。





＜WEB事業＞

当第3四半期のWEB事業の国内売上高は314億円、前年同期比110.2%となりました。
アダストリア単体の安定成長に加え、
ネット専業ブランドを展開するBUZZWIT社が好調に推移しました。

国内売上高に占める比率は20.0%、うち9.5%が自社EC「ドットエスティ」による売上です。
「ドットエスティ」につきましては、8月のシステム更改に際する不具合のため
約一ヶ月間休止しておりましたが、9月12日にサイトを再開しております。

ドットエスティ会員数は1,000万人を超え、前期末比130万人増と引き続き増加しております。



＜国内事業＞

リアル店舗においては、当第3四半期に既存店舗の改装増床や、
大型店舗の新規出店がございましたのでご紹介いたします。

グローバルワークリンクスウメダ店は、面積211坪の関西最大級店舗として、
11月16日にリニューアルいたしました。
地元メーカーと協業した内装デザインや、
地元観光施設とコラボレーションした販促活動など、
地域に根差した店舗づくりを行っております。

ニコアンドmozoワンダーシティ店は、面積609坪の、グループ国内最大店舗です。
ブランドが持つ商品カテゴリーをフルラインアップで展開するほか、
多くの企業と協業したコーナー展開やイベントの実施など、
インショップでありながら、路面旗艦店と同等の集客力・発信力を持つ店舗として、
新しい出店の形のモデルケースとしていきたい考えです。



＜海外事業＞

海外事業につきましては、アジア事業の事業整理・再構築を進行中です。

直近の出来事ではございますが、
12月21日に、中国事業再構築のスタートとなるニコアンドのグローバル旗艦店を
オープンいたしましたので速報としてご紹介いたします。（12月は第4四半期）

niko and ... SHANGHAIは、中国上海市の中心地淮海中路に位置する3階建てビルで
グループとして世界最大の店舗となります。

1階、2階は物販、3階は「WHOLE 775」として、ステーキ、シーフード、ピザなどの
食が集まるフードコートスタイルのレストランフロアとなっています。

オープンから1週間ほど経つ現在も、連日約3万人のお客さまにご来店いただいており、
順調なスタートをきっております。



＜サステナブル経営へのチャレンジ：環境負荷の低減＞

当社における環境負荷低減活動をご紹介します。

衣料品回収プロジェクト「Play Cycle！」は、
全国の出店先商業施設さまご協力のもと、
お客さまのご不要な衣料品を回収し、新しい資源へとリサイクルする活動です。

今年で3年目となる本活動は、毎年回収量が増えており、
特にこの第3四半期の3ヶ月間に多くの地域で開催いたしました。

また、マイバッグの利用を促進する「REBAG PROJECT」をグループ全店で実施しており、
ショッピングバッグ不要のお客さまには自社ECドットエスティポイントを差し上げております。
また、ショッピングバッグそのものの素材も、順次再生紙を使用した紙袋へ変更を進めています。

アダストリアグループでは今後も引き続き、
お客さまや地域と一緒に取り組むサステナブルな事業活動に取り組んでまいります。






